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男性 201 ( 57.3%) 
女性 150 ( 42.79約
351 (100.0 %) 
年令
20-24% 14 ( 3.9~約
25-29才 104 ( 29.29約
30-34才 122 ( 34.3 ~約
35-39才 74 ( 20.8 ~的
40-44才ー 26 ( 7.3%) 
45-49才 8 ( 2.2第)
50才以上 8 ( 2.2 ~的
356 (100.0 ~彰)
職業
専門戦 60 ( 17.5 ~的
管理職 18 ( 5.2%) 
校術駿 96 ( 28.09彰)
事務職 79 ( 23.0%) 
セールス駁 1 t ( 3.2%) 
サービス職 1 ( 3.2%) 
工員、運転手 43 ( 12.5 %) 
自営業 5 ( 1.5 $杉)
主婦業 14 ( 4.1 S彰)




















中国系 .マ レ一系 イ ン
2 ( 0.6%) 
179 ( 50.7%) 
110 ( 31.2 %) 
62 ( 17.6%) 
353 (100.0%) 
163 ( 67.4%) 
49 ( 20.2%) 
27 ( 11.2%) 
3 ( 1.2%) 
242 (1∞.0%) 
79 ( 22.4%) 
54 ( 15.3%) 
19 ( 5.4%) 
125 ( 35.5労)
2 ( 0.69杉)




夫 委 夫 委 夫 委
年令 30 才 31才 28 才 27 才 32 才 30 才
職業 技術験 事務職 技術職 事務職 自営業 失の仕事の補佐
学歴 高等卒 中卒 高専卒 中 卒 中 卒 中 卒
宗教 キリスト教 道教 イスラム教 イスラム教 ヒンズー教 ヒンズー教
|住宅 2DKの政府公団 2LDKの政府公団 一戸 建住宅



















































































待されていた個人の特性， つまり ，地埋的移動によ って
引き起乙されたl誕崎千と観の問の f地F目的距離の拡大







































































(0.21772 ) (0.21811 ) 
O.∞07 0.0011 




(0.33294 ) (0.22559 ) 
0.0139 0.0061 
(0.18408 ) (0.23636 ) 
0.0066 0.00471 
(0.17370 ) (0.16092 ) 
0.0092 0.0060 




(0.13943) (0.20651 ) 
0.0171 0.0023 
(0.18564 ) (0.23127 ) 
0.0222 0.0322 





また，アダムス (Adams，B. N. 1968)11)1は， t見族問 場合に較べて，続族問の対面篠触 (CRAMER'SV = 
の地理的距離が，親族の相互作用の種類，対面接触の盈 0.22559)及び電話によ る接触頻度 (CRAMER'S
を規定し，地珂的距離が拡大すれば，親族間の交流は余 V=0.23636)が高く，鋭への経済援助に規則性 CCRA-
暇の領域に限定されるとした。今回の調査結果でも，親 MER'S=0.16092)を付加 していた。また.税から
との対面接触が地理的距離の拡大化に対し脆弱 (CRA- の日常的家事援助の提供 (CRAMER'SV=0.23999) 










12 ) 補完関係にないこと， そして，産業化の要因である地 検定の結果，皆無であった乙とと，妥の家庭外就労化に
理的距離の鉱大は，乙のどちらの形態の接触をも稀薄化 代表されるように，ある産業化の要因は，親族機能を高
させている ζとが備摘できる。 めるべく作用していた ζ とは上記の結論の根拠を成すも
と乙ろが，高学歴化が親族関係!C与える影響は必ずし のである。とのととから，いかなるメカニズムで，産業
も稀薄化の方向ではなし、。まず，親との生活活動の共有 化による親族関係の稀薄化が閉止されているかを追求し
度は，学歴が高くなるにつれ榊大している (CRAME- 整理する作業が必要にな ってくる。乙の点については ，
R'S V=0.13943)。同様IC，老年期になれば綴族を 本稿の後半IC譲るととにしたい。
資源として活用しようとする志向性 (CRAMER'S 2 .民族と親族機能
V =0.14817， PEARSON'S R=0.14609)や，乳幼 表3の民族要因と関連するデT タが示すように，民族
児の世話を必要とする際に親族関係を利用しようとする による親族機能の相異は，多岐にわたっている。まず長
志 向性 C CRAMER 'S V = 0 . 13117 ， PEARSO- 初に，規範意識としての鉱大家族志向性を見てみたい。
N'S R=0.13071)も，高学歴である程強くな ってい 図 lK拠れば，インド系の約4割が「既婚子に対する親




































( 5 ) 
社会福祉学
87 102 58 
71.9形 15.1% 1100 % 63.8~杉 36.3~杉
、 ， ノ、 ， 、 ， 、 " 
51 主格 20 29 65.4% 100% 40.8$ぢ 59.2% 
29 16 1 
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次1:，民族による貌族の相互作用の違いであるが， 表 見たものである。 ζの図からは'7レ一系の委依存.す
3でみるように緩からの経済援助の有無のみが 人種な なわち規族資源志向性と，中国系の家族 ・親族外資源志
らびに宗教によって相途している。クロス表を紙面が制 向性の高さが強調されている。また，同質問に対し宗教
|叙されているため割愛するが.それに拠ると人種別では. 別にみれば，イ スラム教徒の 6!lJ以上が.妥が仕事をや
インド系の4害IJ以上が，鋭からの経済援助を受けた経験 めるべきと答えたのに対し，α教・道教徒の聞では.それ
があるのに対して.中国系及び7 レ一系1:至っては2筈IJ は約3害Ijll:も満たない (CRAMER'SV=0.23127)o. 




の経験者は 2'!IJ以下に低下しているCCRAMER'S グード CGoode.W. J.， 1968)14)，ま.産業化を夫
V=0.21325)。 婦家族イデオロギーと相補的』ζ進展するものとみなし
最後に，民族ICよって籾族資源志向性がいかに巡って たが，その意味ではシンガポールの産業化の過程で，










































1181 72 1 200 











































2i 特別な場合のみ 生活費の規則的かつ部分的援助 生活費の規則的かっ全額援助
図5 既婚子からま見への経済援助の形態




































































































































































の乙とは，クラ 7 ー CClammer.J. R. 1980)の研究
や.中国結婚委口会 CChineseMarriage Commltte) 















































7---ー ーー ・社会構造要因 .-一 一ー一一 I





























































































乙とです。しかし，反イス ラム的行為をすれば， 一生涯 “Ilaram"の持つ トー テム的速帯効果がある。豚を忌




国は.母親の足の下にあるFC夫)という諺である。 r続 にその意味に於いて.彼らの迎潟を強めていく。 ζのトー
を大切にしない者は，その行為K対する制裁を覚悟しな テム的効果は.同宗教徒から成る7 レ一系の貌族成員の
ければならないJ(天)のである。 連絡にl刻しでも問機に機能するものと考えられる。
2) -b 考察 続いて<'レ一系の観族機能を維持する要となってい













会 (TheMajis Ugama Islam Singapore = Singa-
pore Muslim Religious Council) Jの管戦下にある。
乙の委員会は.コ ラー ンに従って，すべてのイスラム教
徒に， 2.3kgの米IC相当する金額を毎年ハリラヤの前lζ











;一一一 ー ー社会構造要因ー ーー ー一一1
;綬世代の 社会資源の 地理的 j


























































乙のように， D犬1Jは，夫の両親を中心とした鉱大家 CKarma)があります。カルマというのは運命 Cdestiny)
族での一夫妻ではあったものの，経済的機能.家事機能 のようなもので.名声や権威をぶ向せずに定められたカ
の遂行単位は，全体としての鉱大家族であった。長は)レ?をあるがままに受容する過程で.種々の義務を果た
乙れとの関連で次のように述べている。 r私jjの家族 (拡 さなければなりません。実際.我々の宗教は排他的とい
大家族)は， ζれまでお互いに助けあってきました。…… う言葉からはほど速く，現世で言われているどの神をも
夫の父親は，港湾の倉庫係として働き，多くの子供を育 信仰できるのです。 要は.カル7 による自分の義務を遂
て上げました。父貌は実目な人で，稼いだお金はすべて 行していく乙とが不可欠で，親lζ対する義務は，その最
そのまま母親に渡していたそうです。ですから，私も本 たるものです。また，宗教的なものを伝述する際lζ，
当IC父親の乙とはま守りに感じています。…・・私i主夫婦も 家庭はhlも重要な機関 Cagency)です。 私自身も宗教的
月収のすべてを母親lζ渡していましたし，その乙とに対 なものの多くを，級から学んできたし，その点でも両観
して何ら異和感を持った乙とはありません。」 を噂敬しています。Jと。
そして， D夫妻は，夫方定位家族と 8年間の同居をへ 3) -b 考 察
て新居IC移っている。乙の乙とに対して妻は 「それも シンガポール社会では.インド系は人口織成比が約6.8
私達の意志によるものでなく.夫の父親の:怠志によるも %と， oJらかにマイノリティ民族である。それは，事例
のです。 ーー ・住宅が狭かったという訳でもありません。 IC於いて1Jが，彼女自身と両親との!刻.i!liについて陳述す
恐らく父親が，夫の独立を期待したのだと思います。今 る際にも指摘している通りである。民族としての「マイ
はもう夫の両親と私達の家族 CD夫妻の抜家絞)との間 ノリティ」が，他の民族文化との銭触のなかで，インド





















ります。 ーー インド系は，シンガボールではマイノリティ ての家庭が，ヒンズ 教ー徒の聞で非常に重視されている
です。ですから，乙ういった民族の習慣の一つ一つを大 ものと思われる。すなわち，家庭において宗教的儀式を
切にしなければ，民族文化そのものが消滅してしまうよ 行なう中で，宗教の伝達の場としての家経が垂観され，






























: 親世代の 社会資源の 地理的 1 
1 経済的劣位 限定性 狭小性 l
L.__._ー ーー ーー ・ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー ・ー 」
⑤ 
7 イノリティ的 民族固有の文化κI
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羽lepresent study deals with one of the rnost frequently discussed topics regarding the inf1uence of industrialization 
on kin relation in Singapore society. Singapore as a rapidly industrializing society is characterized by multi-ethnic social 
structure. We are interested in exploring the effect of industrialization on kin relation which is assumed to vary from 
one ethnic group to another. 
In the flfst part of the study， an attempt is made to exarnine the appropriateness of the hypothesis出atindustrai1i-
zation makes an irnpact on kin relation in the direction of an attenuation. 
Methodologica1ly， although several ways to rneasure industrialization have been observed in the studies of family 
sociology， we adopt the method of methodological individualism.百四 independent variables as rneasures derivea from 
this method are geographic rnobility， the attainrnent of higher education and wornen 'sparticipation in occupationa1 
systern. As far as the definition of kin relation is concerned， the present study only.concerns the relation of adult 
rnarried couples to their parents. The data used in the statistical analysis are frorn a samp1e of married couples with 
at least one parent alive. ln couples chosen， either the husband or wife is eligible for filing in the questionnaire. 
Qur hypothesis stipulating that independent variables for industrialization attenuate kin tie rnay hold true for sorne 
of our statistica1 findings. However， itis more irnportant to not巴 thatthe data show the effect of industrialization 
on kin relation is not strong. It is， therefore， rneaningful to proceed to the discussion of the mechanisrn in which an 
attenuation of kin relation supposedly caused by industrialization is held back in Singapore. 
In the second part of the study， for the clarification of rnechanisrn stated above sorne in-depth interviews are con・
ducted to obtain detai1ed inforrnation on the outlook of kin relation in each ethnic group. Kin relation of the Chinese， 
the Malays and the lndians are exarnined. The rn匂orfinding are surnmarized as follows: 
(1) The Chinese， asa major ethnic group， have the lowest level of functionality of kin relation among three ethnic 
groups， and are in the very initial stage of transition to the conjugal fami1y. However the speed of transition has been 
curbed largely due to the relative poverty of their parent， the scarcity of social resources and the favorable geographic 
condition. lt is， therefore， possible to assurne that the Chinese who are rnost receptive to external change， rnight follow 
the pattern of western kin relation as industrailization proceeds further. 
(2) The Malays are characterized by their intirnate kin relation. We attribute high functionality of their relation to 
their religious value of Islarn. Based on principles of Islam， roles are aJlocated according to the ascriptive difference 
such as sex and age， which emphasizes the positional inf1uence rather than the personal one. This principle rnay hold 
true for their kin systern which explicitly or implicitly constrains their behavior. Furtherrnore this religious value 
has been， toa certain extent， rnateria1ized in their social institutes. For instance， itis rea1ized in the forrn of Muslirn 
Law Act. Therefore， inthe Malays， industrialization doesn・tirnrnediately link thern to penetration of the ideology 
of the conjugal farnily. 
(3) With regard to kin relation of the lndians， we relate it to the characteristics of their religious activity observed 
arnong the Hindu. In the Hindu farni1y， horne is regarded as a sacred place to transrnit the essentials of Hinduisrn. This 
ernpowers the elderly parent to rule over religious events， and thus enhances hisfher authority over other rnembers of 
the farni1y. It is also relevent to note that in Singapore society， the Indians are fewest in nurnber. In the process of 
each stage of irnrnigration， likely or not， they have increased the level of functionality of kin as well as of their ethnic 
group for the adjustrnent to a new society， which consequently leads to the ethnic hornogamy and high cohesiveness of 
kin. 
(8) 
